
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

扇
と
い
へ
る
扇
子
に
て
、
加
波
貞
右
衛
門
へ
命
ぜ
ら
れ
し
と
い
ひ
停

へ
た
り
。
さ
れ
ば
今
古
寺
町
小
橋
天
紳
の
紳
殿
に
侮
来
せ
し
‘
中
納
言

利
常
卿
の
持
ち
給
へ
る
扇
子
五
本
あ
り
。
共
の
体
今
世
の
扇
子
と
製

治
方
甚
だ
異
な
り
。
共
の
長
一
尺
徐
に
し
て
‘
骨
は
名
古
屋
扇
の
製

諸
方
に
似
た
り
。
五
本
の
中
に
も
一
本
は
、
そ
の
製
鎗
方
殊
さ
ら
異

ゃ
う
た
り
。
い
に
し
へ
の
加
賀
骨
の
加
波
扇
と
い
ふ
は
、
か
L
る
扇

子
に
や
と
い
へ
り
。
さ
て
加
波
貞
右
衛
門
.
後
に
は
輔
宅
し
て
河
原

町
民
居
住
し
‘
加
波
扇
を
製
治
せ
し
か
E
.今
河
原
町
を
も
退
去
し
、

何
れ
に
移
り
け
ん
。

O
掲
樗
庵
居
跡

樗
庵
は
俳
名
婆
水
と
稀
し
‘
初
竪
町
池
田
長
右
衛
門
と
一
所
に
居

し
、
池
田
屋
某
と
稀
し
、
後
藩
侯
の
皆
師
並
と
成
り
‘
掘
樗
庵
と
改

稿
し
.
後
河
原
町
に
別
家
し
‘
重
ね
て
妙
慶
寺
の
越
に
俳
庵
を
結
び
、

愛
に
居
住
す
と
ぞ
。
安
水
裂
句
集
に
、

新
宅
に
う
つ
り
け
る
と
き

一
枚
は
梅
も
額
む
や
下
地
窓

按
宇
る
に
、
新
宅
に
移
徒
せ
し
と
は
‘
若
し
く
は
河
原
町
の
自
宅
よ

り
蛤
坂
の
新
宅
へ
移
れ
る
時
の
伺
危
り
け
ん
。
但
し
右
奮
邸
は
何
れ

怪
の
物
祷
り
共
を
集
め
も
て
遊
び
け
る
を
、
婆
水
子
只
に
や
止
み
・
な

ん
と
て
、
文
章
を
作
り
た
し
‘
則
三
州
奇
怪
談
と
題
披
し
て
越
作
す
。

又
安
永
の
頃
か
と
よ
.
松
任
の
膿
よ
り
金
津
西
末
寺
の
花
揃
ひ
を
見

物
せ
ん
と
て
、
宮
家
の
女
子
ど
も
多
く
出
け
る
に
、
野
々
市
村
の
は

ざ
ま
往
還
の
松
原
広
島
い
て
、
馬
か
た
ど
も
四
・
五
人
打
寄
‘
希
代
の

飢
行
を
白
笠
に
注
し
た
る
を
‘
文
章
の
論
説
端
と
し
、
越
の
白
浪
と
い

ふ
を
述
作
す
。
叉
京
都
逗
留
の
折
、
南
鐙
の
商
家
の
遁
酵
を
串
ぴ
、

長
崎
に
歪
り
趣
き
、
良
t
b
T
年
ば
か
り
も
遊
隠
し
‘
天
草
嶋
を
巡
見
し

て
‘
共
地
の
村
長
に
馴
れ
し
た
し
み
‘
寛
永
の
頃
森
宗
意
が
行
ひ
し

幻
術
を
ぽ
簡
単
び
得
て
戻
り
し
ゅ
ゑ
‘
衆
人
婆
水
と
そ
幻
術
を
間
取
び
し

と
申
せ
し
か
ど
、
途
に
行
ひ
し
事
は
な
し
。
共
頃
加
陽
の
名
士
に
繍

藤
某
と
聞
h
し
中
保
流
の
叙
術
居
合
の
建
人
あ
り
。
幻
術
を
深
〈
熱

心
し
て
所
望
せ
ら
れ
し
に
、
熱
心
に
任
せ
相
停
あ
り
し
と
か
や
。
さ

て
天
草
崎
の
地
理
に
熱
し
て
、
後
南
嶋
鑓
と
い
ふ
書
籍
を
述
作
し
、

寛
永
の
頃
天
草
嶋
百
姓
一
授
鋭
の
始
絡
を
註
緯
せ
り
。
常
に
近
隣
の

商
家
幼
童
を
招
き
.
経
書
の
索
積
算
術
た

E
被
へ
ら
れ
し
也
。
聞
恭
・

双
六
た
E
も
常
人
と
は
増
さ
り
し
と
か
や
。
中
に
も
持
表
は
名
を
得

し
上
手
危
り
。
泰
雲
公
か
ね
て
聞
召
被
v
骨
伊
及
、
安
永
の
頃
御
将
来
の

金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

...&.. 
J、

の
家
な
ら
ん
か
。
今
静
か
な
ら
や
。

。
掘
樗
庵
婆
水
侮

坂
井
一
関
の
根
無
草
花
-E
ふ
。
樗
庵
は
金
城
下
竪
町
の
産
、
池
問
屋

長
右
衛
門
と
聞
b
し
商
家
減
宿
の
二
男
也
。
兄
死
し
て
幼
少
の
一
子

あ
る
を
守
り
そ
だ
て
.
共
身
猫
身
に
し
て
後
見
し
、
茶
の
湯
道
具
杯

持
扱
ひ
‘
関
販
に
書
籍
に
限
を
さ
ら
し
、
蕉
門
の
俳
譜
を
好
寄
り
て
、

俳
名
を
可
遊
と
蹴
し
、
百
雀
粛
五
々
と
い
ふ
人
の
門
人
な
り
し
が
‘

元
文
の
末
っ
か
た
勢
州
よ
り
、
姿
林
家
の
跡
を
遁
ひ
‘
婆
浪
と
い
ふ

俳
人
金
樺
へ
来
り
け
る
に
、
共
の
門
人
と
た
り
婆
水
と
鋭
す
。
盤
跡

或
は
諸
道
具
類
の
目
利
に
通
達
し
‘
中
頃
後
河
原
町
に
住
居
し
て
、

俳
譜
の
点
制
を
な
し
、
京
・
大
坂
・
江
戸
な
ど
へ
行
通
弘
、
惣
髪
の
養

と
成
り
、
堀
樗
庖
と
改
稿
し
て
、
居
住
所
を
泉
寺
町
妙
鹿
寺
の
漣
り

t
ナ
i
v
グ
宮

に
移
し
‘
俳
庵
を
結
び
て
、
孤
栗
の
調
を
再
興
し
、
新
点
印
を
作
り
、

二
十
五
印
・
見
点
・
蝶
の
印
な
ど
を
用
ひ
、
門
人
飴
多
行
通
ひ
、
所
口
・

氷
見
・
披
端
・
魚
津
・
井
波
・
高
岡
・
小
松
・
本
吉
・
鵠
来
・
宮
腰
左
E
新
連

中
多
く
.
共
名
三
州
の
貧
賎
に
喝
る
。
袋
に
幕
抑
舎
の
門
人
に
、
水

巻
亭
楚
雀
、
俗
名
住
吉
屋
次
郎
右
衛
門
と
い
ひ
し
入
、
老
年
に
及
び

狂
人
の
如
く
な
り
し
が
、
加
・
越
・
能
三
州
民
背
よ
り
祷
り
停
へ
し
脊

4
 
.

.

.

.

 

，
 

!
S
F
R
i
-
-鉱

-AZ--'a

御
相
手
に
被
a
召
出
一
聾
夜
怠
り
た
く
仕
へ
奉
り
‘
五
人
扶
持
賜
り
、

御
宿
師
並
に
仰
付
ら
れ
た
り
。
共
頃
南
京
将
来
と
い
ふ
勝
義
を
作

り
、
是
も
ま
た
門
人
多
し
。
ま
た
算
術
に
も
通
達
す
。
一
と
せ
金
津

に
於
て
銀
紗
遁
ひ
あ
り
し
頃
、
正
銀
割
合
の
引
替
杯
徐
多
な
る
に
、

婆
水
子
勝
義
の
駒
二
・
三
枚
を
持
て
、
忽
ち
割
合
を
勘
定
た
し
け
る

に
、
衆
人
目
を
驚
し
け
る
と
か
や
。
殊
に
卸
興
の
文
章
・
頓
作
・
夜
話
・

雑
談
に
長
じ
、
秋
の
夜
の
長
き
も
婆
水
子
衆
り
あ
れ
ば
‘
貸
賎
高
位

も
、
共
に
限
る
事
た
く
、
故
に
犬
打
宜
子
童
部
も
婆
水
々
々
と
呼
ぴ
.

鼻
の
さ
き
赤
き
横
た
は
h
h
加
沙
人
鉢
・
惣
髪
の
一
時
人
注
り
し
ゅ
ゑ

知
ら
ぬ
も
の
注
し
。
姿
水
子
の
一
子
を
ぽ
泰
雲
公
召
さ
せ
ら
れ
、
御

能
奥
行
の
度
毎
に
子
方
友
ど
仰
付
ら
れ
、
名
を
陸
之
丞
と
申
し
け

り
。
十
一
・
二
歳
ば
か
り
の
頃
、
我
等
が
せ
が
れ
共
と
友
達
に
て
、
調

仕
舞
怠
ど
見
聞
せ
し
に
‘
御
能
大
夫
賭
橋
楢
之
進
早
世
し
、
跡
を
継

ぐ
べ
き
一
子
も
な
く
‘
幼
少
の
娘
ひ
と
り
也
。
泰
雲
公
御
意
に
依
っ

て
、
陸
之
丞
諸
橋
家
の
相
綬
人
民
被
=
仰
付
一
彼
家
替
と
成
に
し
ゅ
ゑ
、

共
頃
婆
水
親
子
共
に
俳
庖
妙
鹿
寺
溢
の
自
宅
を
退
去
し
、
鰭
橋
家
へ

引
移
り
、
共
に
愛
に
居
て
、
天
明
三
年
の
十
月
の
初
め
婆
水
子
室
敷

世
を
早
う
し
‘
故
人
と
は
成
け
り
。
依
っ
て
天
明
七
年
の
各
東
脊
山
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